






































































































（'，山我哲雄「聖書時代史旧約篇」 （岩波書店, 2003年) 4655頁，同「古代イ





































































史の主であって， その支配は地理的限界を超えている， と考える。 し
たがって,審判の根拠はもはや兄弟契約の侵害ではあり得ず,ヤハウェ
に対する傲慢である（イザヤ課10: 12, 16: 6)。またイザヤは， アモ


















































































































I7) cfJ()hIIs()I', I)a]IG~,F次"〃Cﾙｨ"ﾉ＃ノリ"Es/()"""".ルノ ／"/蝦ﾉ"""/f(wf""g
ｲﾉ/~たα/"ル坐/27,JSOTSupplementSeries61､ShefWeld,1988























































































レイオスの第2年，第8の月」 (1 : 1), 「ダレイオスの第2年，第11の
月，シエバトの月，第24日」 (1 : 7), 「ダレイオス王の第4年…第9の












（ ' 1’ この場面の背後に「天上の会議」の表象があることが， しばしば指摘される。
cf・Cross,EM., '､TheCouncil (]fYahwehinSecondlsaiah'' ノ"I"""ノ ィ〃N"J･
EIJs/f"JS/"f//"12(1953),p.275;RobinsDn,H.W., "~TheCoLIncilDfYahweh' ' ,








































いる（サムエル記上9: 16, 10: 1)。 この後サウルは，油注がれた者，



































かかわらず(エゼキエル書21 : 30, 22: 6-16, 34: 1 10),エゼキエル
は回復後の理想的メシアの支配について語っている (17: 22-24, 21 :
《 1s｝マックス・ウェーバー『古代ユダヤ教」 （内田芳明訳，みすず書房, 1962年)．
417-428頁。
《 '6） イザヤ害8章23節b9章6節, 11¥1 5節，エレミヤ害22g15 16節参照。




31-32, 34： 2324， 37： 24-25)。 この将来現われることが期待される
支配者に対しては， 37章22， 24節を除けば， 「王」という呼称は全く
使われていない。そして40-48章の「神殿の幻」では，支配者を意味
する古い用語であるナースィー(n罰§1ウは祭司より低く位置づけられ





























告げられる (1 : 17, 2: 16, 3: 2)。 「二人の油の子ら」 という奇妙な

































































(2n) cf.Pltiger,Ottu, 7ｿ1mﾙﾉ1fT"(3""dafcJIfr"/"g/E_ WaningeIIzNeukirchener､
19683,SS-44,51 55
(2]) C[. lmTae-ScD1Z)"SDIr1ﾉ/""d加娩"（：､h〃""た6"c/J""､ Bonn:Richard








































ンとイスラエルのメシア」 という表現があり （但し単数形)， 「会衆規
定」 (1Qsa)にはⅡ14, 20等に「イスラエルのメシア」という表現が
ある。 「アロンのメシア」 とは祭司的メシアであり， 「イスラエルのメ
シア」とは政治的メシアである。 「祝福の言葉」 (1QSb)には,V20に



























的表象を展|淵するようになる。帝国支配という愛醤な現実の1 ' 1で， イ
エスに具現化されたメシア像は，このように様々な願望を含みながら，
黙示的諸表象を形成して行くのである。
－23
